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 [第 349 号］             北日野公民館だより              令和 7年 4月 15 日 

北日野地区の人口  4,159 名(3 月比 ‐20）（男 2,013 女 2,146 外国人含む 1,608 世帯(12 月比‐1） 令和 7 年 4 月１日現在 

 

 
 

４月 9 日撮影 越前たけふ駅東側菜の花畑・  

一
生
青
春 

 

春
は
出
会
い
の
時
で
あ
り
䣍
別
れ
の
時
で
も
あ

る
▼
ふ
る
さ
と
を
離
れ
䣍
新
た
な
ス
タ
䤀
ト
を
切

る
孫
た
ち
を
送
り
な
が
ら
䣍
感
傷
に
ひ
た
䣬
て
い

た
時
䣍
䣓
ふ
る
さ
と
の
は
な
し
を
し
よ
う
䣔
と
い
う

歌
が
耳
に
入
䣬
て
き
ま
し
た
䣎
な
ぜ
か
こ
の
曲
を

気
に
入
り
ネ
ツ
ト
で
購
入
し
ま
し
た
䣎
こ
の
歌
は

昭
和
三
十
年
代
の
ア
イ
ド
ル
歌
手
・
北
原
謙
二
が

歌
う
も
の
で
䣍
青
春
歌
謡
を
得
意
と
し
た
䣍
伸
び

や
か
な
鼻
に
か
か
䣬
た
歌
声
に
は
䣍
何
と
も
言
え

な
い
魅
力
が
あ
り
䣍
何
度
繰
り
返
し
聞
い
て
も
飽

き
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
▼
そ
ん
な
彼
も
五
十
二

歳
の
時
に
高
血
圧
に
よ
る
脳
出
血
で
半
身
不
随
と

な
り
再
起
不
能
と
宣
告
さ
れ
な
が
ら
䣍
リ
ハ
ビ
リ

に
励
み
施
設
を
慰
問
し
な
が
ら
歩
み
続
け
ま
し
た

▼
歌
手
生
活
三
十
周
年
記
念
曲
䣓
な
が
れ
星
䣔䣓
あ

い
す
る
も
の
を
䣔
は
䣍
彼
の
人
生
と
重
な
り
歌
詞

の
中
の
䣓
流
れ
星
は
生
き
て
い
る
䣔
䣓
も
う
戻
れ
な

い
䣍
戻
れ
な
い
た
だ
歩
む
だ
け
䣔
と
い
う
言
葉
に

運
命
的
な
も
の
を
感
じ
ま
す
が
䣍
苦
悩
を
乗
越
え

生
き
る
事
の
意
義
䣍
尊
さ
を
見
出
し
た
強
さ
に
は

䣍
心
打
た
れ
る
と
同
時
に
深
い
感
銘
を
覚
え
ま
す

▼
青
春
時
代
は
希
望
に
満
ち
䣍
輝
い
て
い
る
も
の

で
す
が
䣍
漠
然
と
時
を
過
ご
し
た
自
分
に
と
䣬
て

䣍
プ
レ
䤀
ヤ
の
横
で
青
春
歌
謡
を
聞
き
な
が
ら
励

ま
さ
れ
䣍
時
に
は
涙
ぐ
み
な
が
ら
パ
ソ
コ
ン
に
向

う
今
が
䣍
幸
せ
で
あ
り
䣍
自
分
の
青
春
だ
と
思
え

る
の
で
す
䣎 
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         〈地区の将来像〉  豊かな自然と誇れるふるさとづくり        令和7年4月15日（2）    

 

三
月
二
十
三
日
䥹
日
䥺 

暖
か
い
春
の
日
が
差
し
込
む
午
後
䣍

北
日
野
小
学
校
体
育
館
に
て
䣍
春
風
コ

ン
サ
䤀
ト
を
開
催
し
ま
し
た
䣎 

 

今
年
は
䣍
河
端
太
鼓
と
エ
ル
・
シ
オ

ン
を
お
招
き
し
䣍
地
区
内
外
の
観
客
に

演
奏
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
䣎 

子
ど
も
た
ち
の
元
気
で
迫
力
の
あ
る

太
鼓
の
演
奏
䣍
大
人
の
雰
囲
気
を
醸
し

出
す
落
ち
着
い
た
サ
䣹
ク
ス
の
演
奏
䣎

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
生
か
し
な
が
ら
䣍

楽
し
い
音
の
響
演
と
な
り
ま
し
た
䣎 

中
休
憩
で
は
放
課
後
こ
ど
も
教
室
に

よ
る
お
菓
子
の
ふ
る
ま
い
で
和
気
藹
々

と
し
た
お
喋
り
に
花
が
咲
き
䣍
ま
た
䣍

演
奏
後
に
行
わ
れ
た
太
鼓
体
験
コ
䤀
ナ

䤀
で
は
䣍
普
段
あ
ま
り
触
れ
る
こ
と
の

な
い
太
鼓
を
囲
み
䣍
み
な
さ
ん
楽
し
く

交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
䣎 

 

今
回
も
最
高
に
盛
り
上
が
り
䣍
癒
し

と
感
動
の
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
䣎 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
䣎 

健康ウォーク開催 

 

 

 
新しく、村国山＆

岩内町マップが

完成しました！ 

河端太鼓 エル・シオン 

総勢 約 80 名！！ 山田市長激励挨拶 

 

三
月
二
二
日(

土)

団
員
六
一
名
の
参
加

で
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
䣎 

 

記
念
講
演
は
仁
愛
大
学
非
常
勤
講
師 

山
村 

恵
子
氏
に
よ
る
䣓
笑
䣬
て
笑
䣬
て

ス
ト
レ
ス
解
消
‼｣

と
題
し
䣍
体
を
動
か

す
事
が
激
減
し
た
䣍
シ
ニ
ア
世
代
の
健
康

寿
命
を
高
め
る
為
の
講
演
で
し
た
䣎 

䣓
い
え
䤀
い
‼
䣔
の
掛
け
声
で
䣍
顔
が

笑
う
と
体
も
喜
ぶ
䣎
体
と
心
を
元
気
に
し

よ
う
！
頑
張
ろ
う
と
盛
り
上
が
り
ま
し

た
䣎 

こちらから見られます  

三
月
三
十
日
䥹
日
䥺 

北
日
野
地
区
と
国
高
地
区
の

地
区
間
交
流
事
業
と
し
て
䣓
村

国
山
へ
登
ろ
う
䣔
の
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
し
た
䣎
北
日
野
地

区
か
ら
は
二
十
七
名
が
参
加
䣎 

帆
山
町
の
創
作
館
を
出
発

し
䣍
帆
山
神
社
の
登
山
口
か
ら

村
国
山
山
頂
へ
䣍
そ
し
て
村
国

山
展
望
駐
車
場
ま
で
行
き
ま
し

た
䣎 出

発
時
は
小
雨
模
様
で
し
た

が
途
中
で
雨
も
上
が
り
䣍
駐
車

場
で
行
䣬
た
村
国
山
に
関
す
る

〇×

ク
イ
ズ
や
ビ
ン
ゴ
ゲ
䤀
ム

で
大
い
に
盛
り
上
が
り
䣍
楽
し

く
交
流
で
き
ま
し
た
䣎 

北
日
野
に
は
村
国
山
へ
登
る

登
山
口
が
三
カ
所
あ
り
ま
す
䣎

こ
れ
か
ら
新
緑
の
季
節
！ 

ぜ

ひ
䣍
身
近
な
村
国
山
へ
登
䣬
て

み
て
く
だ
さ
い
䣎 

最年少 4 才 

赤
十
字
奉
仕
団
北
日
野
分
団 

総
会
開
催 

 



                             

                             

                             

                             

令和七年度  

第二十二回 定期総会 

    大塚孝一館長退任のご挨拶 
 
令和５年度・６年度の２年間、北日野公民

館の館長を務めさせていただきました。在任

中は多くの皆様にお世話になり、たくさんの

出会いの中で多くを学ばせていただきまし

た。有難ございました。これからも、たくさ

んの人が集う公民館であり、地域づくりの拠

点となり、話し声や笑い声があふれる場とな

ることを祈念いたします。短い間でしたが皆

様のご協力に感謝申し上げ、退任のご挨拶と

させていだだきます。 

               大塚 孝一 

 (3）令和 7年 4月 15 日        ＜地区の将来像＞      暮らしの安全、快適生活とインフラ整備         

４月～５月の予定 
4 月 26 日(土) 自治振興会総会 
4 月 27 日(日) 健康ウォーク         
5 月 14 日(水) 理事会 
5 月 21 日(水) 企画委員会 
休館日 毎週月曜日 4月 20 日(日).4 月 29 日(火) 
         5 月 4日,5 日,6 日 
 

 

 

 

 
    

私の子育て奮闘記 １20 

北日野小学校 PTA 

自主講座開講式を開催しました 
 ４月６日（日）、令和７年度北日野公民館
自主講座開講式を行いました。 
 各講座の方からの講座紹介に続き、「詩吟
教室」による詩吟を披露していただきまし
た。 
 誰もが気軽に学べる、学びあうことができ
るのが公民館の自主講座です。本年度も新し
い学びの時間を始めてくださいね。 

大塚敏郎館長就任のご挨拶 

 
「公民館の改修工事について」 
 ４月から公民館長に就任しました、平林町の大塚敏郎

です。宜しくお願い致します。今のところ、今年の７月

から来年２月末まで公民館の改修工事が予定され、公民

館は使用できません。みなさまには大変ご迷惑とご不便

をおかけすることになりますが、ご了承お願いします。 
 改修工事が終わりましたら、今まで以上に公民館をご

利用頂ければ幸いです。改修工事の詳細が判明しました

ら、ご報告させて頂きますので、よろしくお願いいたし

ます。 
 館長 大塚敏郎 

山林での火事にご用心！ 
林野火災は春先にかけて多く発生し、悪条件が重なれば、

火災が拡大し、広範囲に渡って山林が燃えてしまいます。令
和 7年 2 月末には、岩手県大船渡市で林野約 2,900ha(越前市
の約 8％に相当する面積、実に「だるまちゃん公園（広
場）」約 1,930 個分！)を焼失する火災が発生。住宅街も火災
に飲み込まれ、多くの方が大切な住宅や思い出の品を失いま
した。また、同時期に山梨県や長野県、奈良県などでも林野
火災が頻発しました。たき火や火入れの拡大が大きな火災に
至ってしまうこともあります。火の取り扱いには十分注意し
て、かけがえのない貴重な山林を火災から守りましょう。 
★なぜ、春に山火事が多く発生するの？ 
〇春や秋など空気が乾燥している 
〇落ち葉や枯れ草等が積もっていて燃えやすい状態になって
いる 
〇野外で火を使う方が増える 
〇農作業に由来する火が山林に飛び火する 
そのためにはどうしたらいいのか 
★火の用心ポイント 
〇枯れ草等のある場所では、たき火をしないこと 
〇たき火等火気の使用中は消化の準備し、その場を離れず、
使用後は完全に消化すること 
〇たき火や火入れを行う際、届出を提出すること 
〇たばこは、指定された場所で喫煙し、吸い殻は必ず消すと
ともに、」投げ捨てないこと 
〇火遊びはしないこと 
※野焼き（家庭ごみの焼却、剪定枝や刈草の焼却など）は法
律で禁止されています。一部例外として認められる場合があ
りますので、野焼きを行う際は事前に消防署へ届出を提出し
てください。 

［問い合わせ先］南越消防組合 東消防署 
予防指導課 ☏４３－０１１９ 

住宅団地の区長さんが４月より、
津田 拓哉さん に代わりました。
よろしくお願いします。 

 4 月に入り、私の息子も６年生となりました。気づけばあと一
年で中学生。どのようにしつければよいのか、妻とともに悩み
ながらの子育てで、学びもたくさんありましたが相手のことを
思いやれる優しい子に育ってくれました。子供に注意する度に
思いますが、今自分が言っているセリフは、昔自分が両親から
言われたままの言葉で、自分が親になって初めて両親の気持ち
がわかるようになり、笑ってしまうことがあります。自分の両
親も悩みながらも見守っていてくれたのだと、改めて実感しま
す。 
 これからも息子とともに成長していき、家族で笑いながら過
ごせる日々を楽しんでいこうと思います。 



                            

                             

                             

                            

［第 349 号]＜地区の将来像＞乳幼児から高齢者まで、笑顔と躍動あふれるコミュニティの形成   令和 7年 4月 15 日(4)  

北日野地区自治振興会（北日野公民館内） 

メ
ッ
セ
や
写
真
投
稿
な
ど
は 

⇓

こ
ち
ら
か
ら
ど
う
ぞ
♪ 

〒915-0052 福井県越前市矢放町 21-11 tel/fax:0778-23-4603 

E-mail:kitahino_ko@city.echizen.lg.jp 

載せきれない情報や写真も沢山掲載！ https://kitahino.jp/  

お友達登録は→のＱＲコードで 

「友達追加」をお願いいたします 

編集・発行  越 前 市 北 日 野 公 民 館 

★三好さん ★野村さん 
★佐野さん ★西さん 
★川嶋さん 

 

うさぎちゃん 1 才（平林町） 

金魚すくいをして、おうちに来た

子です。とても大きくなりました。 

表
紙
の
俳
句
は
䣍
北
日
野
俳
句
会 
竹
内 

潤
さ
ん
の
作
品
で
す 

3/16 越前たけふ駅開業 1 周年記念 

놴놲놵놶놷놳 

4/2 ジャガイモ植え 

3/25 木工教室 

3/28 もちつき 

Web きたひの 

向新保町で 

3/30 『村国山に登ろう！』北日野チーム 


